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は　じ　め　に

近来我国における長寿の伸びはめざましいも

のがみられており,高齢者群における死亡の原

因,頻度なども以前のそれらとは全く異なった

傾向を示してきている1)2)しかしながら,それ

らの高齢者のうち健康状態を保持している群に

対する長寿の要素に関する多面的な追求は,今

まであまり多くはみられていない3)4)諸外国で

の長寿の要因に関する報告の多くは,その環境

条件の良好さ,ならびに個人的水準での健康保

持の方法などが要因としてあげられている5)6)

しかしながら,個々の長寿事例に関しては,そ

れぞれの生活背景,社会的背景やそれをとりま

く環境などが一致していないので,同一条件を

ふまえた上での比較が困難であり,我国の数少

ない報告の中でも共通な要因としてあげられる

ようなものは,具体的には示されていないのが

現状である7)8)

さいわい全国推計結果では,沖縄県は長寿率

が上位に属する県であり9),著者らはすでに,

この様な長寿者群を対象として健康管理面での

情報の検討を加えているがゆ11)12)この報告では,

地域における長寿の要因を,長寿者群の個々の

事例の生体情報所見によって数量的に解析し,

得られた結果にさらに検討を加え,長寿の要因

がそれらの生体情報とどの様に関連しているか

を推察することにより,将来における長寿者群

の健康管理面での基礎的指針が得られればよい

と考えた.

対象ならびに研究方法

対象とした高齢者群は,沖縄地域在住の百歳

老人群23例,ならびに沖縄本島南部佐敷町にお

ける老人検珍対象者のうち,疾病には雁患して

いないがやや寝たきりの状態で在宅検診を受け

ている老人群24例とし,一方,対照群として,

同地域の検診対象者のうち全く疾病を有しない

健常老人群151例をとりあげた.これらの百歳

老人群ならびに在宅検診ねたきり老人群の昭和

54年度に施行した検診のデータのうち,加齢に

関連があると考えられ,また,全事例で測定可

・能であった血液化学成分値7種をとりあげ,今

回の検討の資料とした.それらは,ヘモグロビ

ン量,総蛋白量,血清アルブミン量.総コレス

テロール値,中性脂肪値,尿素窒素値ならびに

尿酸値である.なお,対照群として取りあげた

健常老人群も,同様に昭和54年度に施行したそ

れらの検診より得られたデータを用いた.採血

はすべて肘静脈よりの静脈採血で採取し,遠心

分離を行ない,冷所保存の後すみやかに各々の

測定を施行した.これらの測定方法としては,

ヘモグロビン量はアザイトメイドヘモグロビン

揺,総蛋白量はビウレット法,血清アルブミン

量はBCG鴇,総コレステロール値はズルコウス
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キー変法,中性脂肪値は酵素法,尿素窒素値は

ウレアーゼインドフェノール法,尿酸値は憐タ

ングステン酸法に従った.

これらの測定資料は,最初に対象群である百

歳老人群ならびにねたきり老人群,さらにその

他の対照群に区分し,個々の血液成分値につい

て平均値ならびに標準偏差を求めた。

ついで,対照群151例に対し,年齢を目的変

数とし,ヘモグロビン,総蛋白,アルブミン,

総コレステロール,中性脂晩尿素窒嵐尿酸

の7項目を説明変数として重回帰分析13)を施行

した.さらに,アルブミン,尿素窒素を除いた

5項目を説明変数として同様に垂回帰分析を施

行した。

次に,対象群47例を含めた全198例について,

7項目を変数としてとらえ主成分分析1令を施行

したd　ついで,尿素窒素,アルブミンを除いた

5項目について同様の過程で主成分分析を施行

した。さらに,ねたきり老人群,百歳老人群に

っいても,それぞれ7境目, 5項目を変数とし

て,個々の群につい'T同様に主成分分析結果を

求めた.演算は,当教室で作成した標準的なプ

ログラムに従い,琉大FACOM M-H180電

子計算機を使用した.
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Fig. 1 Means and standard deviations
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結　　　果

図1は,百歳老人群(N-23)ねたきり

老人群(N-24)ならびに対照群(N-151)

の平均値および標準偏差を,年齢,ヘモグロビ

ン畳,総蛋白量,血清アルブミン量,総コレス

テロール値,中性脂肪値,尿素窒素値,尿酸値

について示したものである.

-モグロビン量は,対照群に比べ他の2群で

は漸次的に減少傾向を示していた.総蛋白量で

は,対照群,ねたきり老人群ではあまり差異は

みられなかったが,百歳老人群ではやや明白な

低下傾向を示していた。血清アルブミン量は対

照群に比べ他の2群では漸次低下傾向を示した.

総コレステロール値ならびに中性脂肪値に関し

ては,総じて著明な変動はなかったが,とくに

百歳老人群の中性脂肪値が減少傾向を示してい

た.尿素窒素値ならびに尿酸値では,いずれも

3群の問では著明な変動は認められなかった。

表1には,年齢を目的変数として,他の7項

目を説明変数としての重回帰分析の結果,なら

びにアルブミン,尿素窒素を除いた5項目を説

明変数にして同様に重回帰分析を施行した結果

のうち,それぞれの重回帰式,重相関係数なら

びに偏相関係数を示したが,いずれも重相関係数

は低く,偏相関係数も同鞠こ低い値が示された.

表2は,全事例(N-198)に関して,これ

らの7項目を7変数としてとらえ主成分分析を

施行した結果のうち,第1主成分より第4主成

分までの固有値,寄与率ならびに累積寄与率を

示した.同様にアルブミン,尿素窒素を除いた

5変数にて主成分分析を施行した結果のそれぞ

れを併せて示した。さらにこれらの変動の推移

をみるために,ねたきり老人群(N-24),育

歳老人群(N-23)それぞれについて,同様に

7変数, 5変数として主成分分析を施行し,第

1主成分より第4主成分までの固有値,寄与率

ならびに累積寄与率をそれぞれ示した.全事例

群での7変数での第3主成分までの分析結果で

示される累積寄与率は60.45^,一方, 5変数

でのものは77.04%であった.
図2は,これらのうち,全事例(N-198)

を対象とした主成分分析の結果得られた第1な
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Tab. 1 " Multiple regressive equation, multiple correlation coe丘cient and partial
correlation coe缶cient

( 7 variables)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Controls N =151 )

m ultiple r卵 賂iVe

equation
Y = 92.0 - 1.088 X i+ 0.726 X .- 1.648 X3- 0.005 X +̀ 0.002 X 5- 0.055品+ 0.011 X 7

m ultiple correlation

00誠 cient
R = 0.06778

partialcorre lation ri= - 0.1936 , r*= 0.0771 , ra= - 0.1529 , rォ= 」0.0322 ,

coefficient rs= 0.0346 , rォ= 一0.0552 , r 7= 0.0029

( 5 variables)

m ultiple regr鶴sive

equ ation
Y = 78.7 + 0.498 X 2- 1.628 X s一0.005 X 一+ 0.002 X s- 0.062 X 7

m ultiple oOrrel匂ition

c0威 lcient
R = 0.02812

partial correlation

のefficient
r2= 0.0523 , rs= - 0.1501 , r▲= ー0.0307 , rs= 0.0261 , r,= - 0.0156

Tab. 2　Eiginvalue, contribudon rate and cummulative contribudon rate (first

principal component- fou地principal component )

( 7 variables)　　　　　　　　　　　　　zi Zj Za Z<

Total

(N=151)

eiginvalue 2.1392 1.0987 0.9941 0.8461

contribution rate 30.5595 15.6957 14.2018 12.0874

cummulative

contribution rate
30.5595 46.2552 60.4570 72.5444

Undefaiedly

ilト旬gedgroup

(N=24)′

eigmvalue 2.3462 1.5791 0.9620 0.7642

contributionrate 33.5165 22.5583 13.7428 10.9174

cummulative

のntribution
33.5165 56.0748 69.8176 80.7350

Qきnbnarians
eiginvalue 2.3956 1.3821 1.3789 0.6740

contribution rate 34.2229 19.7449 19.6991 9.6279

(N=23) ctiTnTmilfl.trYe

contributionrate
34.2229 53.9678 73.6669 83.2948

( 5 variables )　　　　　　　　　　　　　zi Z2　　　　　　　Zs Z,

Total

(N = 151)

eiginvalue 1.9218 1.0021 0.9284 0.7489

のntribution rate

cummulative
contribution rate

38.4370 20.0426 18.5683 14.9779

38.4370 58.4796 77.0479 92.0258

Undefinedly eigmvalue 1.8094 1.2129 0.9288 0.6381

ilト喝ed group 00ntribution rate 36.1870 24.2576 18.5756 12.7625

(N = 24) cummulative

contribution
36.1870 60.4446 79.0202 91.7827

C印itenarians

(N = 23)

eiginvalue 2.3127 1.0822 1.0078 0.3558

contribution rate

curomui軸e
contribution rate

46.2544 21.6449 20.1567 7.1154

46.2544 67.8993 88.0560 95.1714
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らびに第2主成分に関しての因子負荷量の分布

を示したものである.この所見では,総蛋白,

アルブミンならびにヘモグロビンは,第1象限

でやや近似の値を示しており,一方,総コレス

テロール,中性脂肪ならびに尿酸は,第4象限

で同様の近似の値を示した.

前述の如く2変数を除いた5変数での同様の

第1/第2主成分に関する因子負荷畳を図3に

示したが,これらの所見では7変数のそれとや

Z,

1 HemogL°bin　　　　( Hb)

2　T°tal Protein　　　　( TP)

3　Albumin　　　　　　(Alb)

4　Total Cholesterol　( TP)

5　Triglycertde　　　　( TG)

6　Blood urea nitrogen (BUN)

i7 Uncacid　　　( uA) i- -_-----、

Q6 I】UN

7　UA
.4 TC

5　m

l_0

Tob1 (N-198)

Fig. 2　Distribution of 伝ctor loadings

between Zjand Z2011 7 variables
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や似ており,全ての変数が第1主成分方向で正

に,一方,アルブミンならびに総コレステロ-

ルは第2主成分方向で負として示された.

同様に施行したねたきり老人群についての主

成分分析の因子負荷量を第1 /第2主成分方向

で図4に示した.総コレステロール/中性脂肪,

ヘモグロビン/アルブミン/総蛋白ならびに尿

酸/尿素窒素がそれぞれ近似群として示された

が,いずれも第1ならびに第4象限での局在が

Fig. 3　Distribution of factor loadings

between Zland Zz on 5 variables

Underinedly ill-aged group (N=24)

Fig. 4　Distribution offactor loadings between Zi and Z2
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Centenarians (N -23 )

Fig. 5　Distribution of factor loadings between Zi and Z2

示された.尿素窒素,ヘモグロビンを除いた5

変数のそれでもはぼ同様の各変数の分布が示さ

れ,中性脂肪/総コレステロールは第1象限で,

総蛋白/アルブミンならびに尿酸は第4象限で

いずれも相似の位置での因子負荷量が示された.

百歳老人群について7変数で行なった主成分

分析の第1 /第2主成分に関する因子負荷量は

図5に示した.ここでは尿酸を除いて全ての変

数で第1主成分の負方向に分布がみられ,やは

Fig. 6　Distribution of scores between Zi and

Zz on　7 variables

り,第2象限で総コレステロール/中性脂肪な

らびにヘモグロビン/尿素窒素が近似群を示し,

第3象限ではアルブミン/総蛋白が近似群を構

成していた.ヘモグロビン,尿素窒素を除いた

5変数では中性脂肪/総コレステロールは第1

象限に,総蛋白/アルブミンは第4象限で示さ

れ,尿酸のみが第3象限でどちらの主成分に対

しても負方向で示された.

図6には, 7変数での主成分分析の各事例の

Fig. 7　Distribution of scores between Zi and

Zz on　5　variables
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スコア(一次結合値)の散布を第1ならびに第

2主成分に閲し示した.対照群の健常老人群の

事例では,各象限に散布されている状態がうか

がわれたが,第1主成分方向では正領域のスコ

アがやや多くみられ,さらにねたきり老人群の

事例でも,同様に第1主成分方向には正のスコ

アを示しているものが多く認められた.一方,

百歳老人群では,同方向では負のスコアを示し

ているものが多く,ねたきり老人群とやや対照

的であることがうかがわれた.第2主成分方向

では,ねたきり老人群より百歳老人群の方が正

のスコアを有する事例が多く認められた.

同様の5変数での第1/第2主成分における

スコアの散布を図7に示したが, 7変数の場合

と同様に,対照群では原点を中心としてスコア

の散布状態がみられたが,一方,ねたきり老人

群では,第1象限に約半数の事例でスコアの散

布がみられた.百歳老人群では,第1主成分方

向では負の領域にスコアがやや集中して示され

たが,第2主成分方向に関しても主として負の

領域にスコアがやや集中している所見がうかが

われた.

考　　　察

疫学的に長寿の内容を多面的に検討するため

には,環境ならびに社会的背景の考慮が必要で

あろうと思われる.したがって,この様な疫学

的検討を加える場合の資料,情報は,勿論広範

囲にわたった方が望ましいと考えられるが,実

際の情報源としての,例えば検珍などに関して

紘, -事例に関して数多くの情報を得ることが,

加齢が進行すればする程問診や調査の不確実性

のため困難となっ七くるのが現状である.

集団としての健常老人群に関する情報を基礎

に,加齢現象の内容を評価,推定することは,

限られた情報源としての検診データに頼ったと

しても,地域における健康管理の基礎的指針と

しての価値は大きいと考えられる.したがって

本報告では,試行の前段階として,検診によっ

て得られた7種類の血液成分値を各群に関して

比較を加えてみたわけである.測定は全て同一

の機関で行なっているので,測定に関する誤差
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などの補正は今回は施行しなかった.前述の如

く情報源としては限られた量であり,さらにそ

の中の特定な部分のみの利用ではあるが,これ

らの推移を観察すると,ヘモグロビンならびに

血清アルブミンはいずれも加齢の過程で減少が

みられており,一方,総蛋白,総コレステロ-

ルならびに中性脂肪はねたきり老人群で多少上

昇傾向あるも,やはり,百歳老人群では下降し

ており,さらに尿素窒素や尿酸は対照群を含め

著明な変動を示していない.しかしながら,集

団としての事例の規模は小さいために,この様

な平均値の推移では加齢の現象は増減のみでし

か示されていないので,この様な推移だけでは

その基底に含まれている情報の内容を,検討の

対象とすることはできないように患われた.し

たがって,この様な比較の基礎となる対照群と

してとりあげた健常老人検診群151例の各々の

血液成分値の分布に,年齢を目的変数とし,重

回帰分析により加齢相関の推定を試みたわけで

あるが,結果としては重相関係数は低く,また

偏相関係数も同様に低値を示したので,この様

な健常老人群の所有する限られた血液化学値所

見からのねたきり老人群,百歳老人群の加齢の

推定は信頼性の低いことが判明した.一方,こ

の様な血液成分値の変動が対照群とねたきり老

人群あるいは百歳老人群との間で,どの様な近

似構造を有しているかということに関しての推

定を求めることにより,そのデータを保有する

集団の偏向性(deviation)を客観的に観察す

ることが可能であろうということを考え,対照

としての健常老人群を主体として,ねたきり老

人群ならびに百歳老人群を含めた総計198例に

対して主成分分析の技法を試みた.主成分分析

の考え方は,散布されているデータを主要な変

動に要約して特徴を把握することであるので,

ここで得られた結果のうち累積寄与率に関して

は第3主成分までで60%以上であり,この様な

所見から上位の主成分の説明は可能であるとい

うことが考えられた.

全事例に関する主成分分析の結果のうち因子

負荷量の分布では,第1 /第2主成分に対して

は総蛋白ならびに総コレステロ-ルは近い位置

で示され,尿素窒素は他のすべてに対し離れた
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位置を占めており,さらに変数を減じて5変数

で行なった主成分分析のそれでは,第1/第2

主成分に関して,総蛋白,アルブミン,総コレ

ステロールならびに中性脂肪はやや集団をなし

ていた.ねたきり老人群だけをとりあげた主成

分分析では, 7変数, 5変数のものいずれに

おいても総蛋白とアルブミン,中性脂肪と総

コレステロールなどは,第1主成分ならびに第

2主成分方向ではほとんど相対的に推移がみら

れなかった.一方,百歳老人群では, 7変数と

5変数の問では各変数の位置はやや対称的な所

見がみられた.

この様な結果の所見から推定すると,第1主

成分では栄養水準に関する因子が考えられ,ま

た,第2主成分については代謝の低下,さらに

は加齢の進行の要素に関する因子が推察された.

百歳老人群の7変数を用いた主成分分析での第

1 /第2主成分に関して,個々の因子負荷量の

分布は,第1主成分に対し尿酸を除いてすべて

負領域に集中しており,第2主成分では正負両

領域を占めていた。これらはねたきり老人群の

事例での分析よりみると,対比的な所見であり

この群の特異性が示されたと考えられる.

これらの全事例を対象としての主成分分析の

各事例のスコアに関しては,第1主成分ならび

に第2主成分に関してながめてみると,対照帯

ではいずれの主成分方向でも高いスコアを示し

た事例は少なく,ねたきり老人群のそれらとは

一部重複した散布傾向が示されていた.一方,

百歳老人群では7変数, 5変数の場合いずれも

第1主成分方向に対して,ほとんどの事例が負

方向に散布されており,この様な所見からも第

1主成分の意味する栄養に関しては,百歳老人

群の事例ではその水準が他の群と異なっている

ことがうかがわれた.第2主成分に関しては,

百歳老人群でも他群のそれらと同様に正から負

領域にわたってスコアの散布がみられているこ

とから,この報告で求め得られた情報の内での

百歳老人群の特徴として,代謝面の水準は他の

群に比べて著明な差異はないのではないかとい

うことが考えられた,

今回は,対照群とした健常老人群は151例で

あり,厳密な意味でのコントロールとしての評

隆　ほか

価は加えておらず,さらに大きい母集団として

の対照群をとることができなかったので　地の

健康集団との対比という形では示しえなかった

が,限られた情報源としての血液成分値の変動

をこの様な形で解析をすることによって,提供

された限られた情報源ではあるが,加齢による

栄養あるいは代謝水準面の変動傾向がどの様な

内容を含むものであるかということがある程度

推察可能であったと思われる。また,この様な

健康集団がもっているここに示した様な加齢に

よる血液成分値などの変動から,非健康要素の

進展状態がどの方向に推移しているかを客観的

に観察することが可能であったと考えられる.

本報告では,情報源として血液化学成分のい

くつかをとりあげたが,求め得る情報源の質な

らびに種類が多く,また,事例が増加すれば,

この様な形の解析の正確性が期待できると推察

され,さらに,全く構成の異なった集団などを

対象として外的基準を設定した解析を加えれば,

より長寿の要因を多面的に把握できるのではな

いかと考えられた。

お　わ　り　に

私共は,高齢者群の生体情報のうちの血液成

成値を資料として,その情報のもつ構造から,

加齢をふまえた健康水準の偏向性を検討して次

のような結論を得た.

1)資料とした-モグロビン量,総蛋白愚,也

清アルブミン量,総コレステロール値,中

性脂肪値,尿素窒素値,尿酸値などの血液

化学成分値は,平均値の比較に関しては加

齢によって大部分ではぼ減少傾向がみられ

ているが,尿素窒素値は不変あるいは上昇

傾向がみられた.

2)対照群としての健常老人群151例では,也

液化学成分値を説明変数とした重回帰分析

による年齢推定では,相関度は低く,信頼

性は得られなかった.

3)さらにこれらの資料を変数として主成分分

析を施行した結果では,第1主成分では栄

養に関与する因子,第2主成分では代謝に

関する因子などが推定された.
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4)各事例の第1/第2主成分のスコアに関し

ては,ねたきり老人群は対照群と比べて個

々のスコアでの著明な差異はみられなかっ

たが,百歳老人群のスコアに関しては主と

して第2, 3象限に分布が示され,この様

な事例群での栄養ならびに代謝水準に関し

ての傾向が示された.

(この研究の一部は,文部省科学研究費補助金

によった.)
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An Evaluation of Vital Informations on Aged Groups

Part 1. Analysis of Blood Chemistry Data
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An evaluation against the deviation of health standards on the structural component of vital

informations particularly in certain data of blood chemistry of aged groups in relation with the

progress of aging has been attempted.
The original informations which are taken from 151 cases of healthy aged group, 24 cases of

undefinedly ill-aged group and 23 cases of centenarians, are consisted of hemoglobin concentration,

total protein volume, serum albumin volume, total cholesterol volume, neutral fat (triglyceride)

volume, blood urea nitrogen volume and uric acid volume.

The alterations of mean value of those data between these groups are comparatively depleted
with the progress of ages, however, blood urea nitrogen volumes are either unchanged or slightly

elevated.

For these healthy aged group as the control with 151 cases, the trial analysis of multiple

regression had been proceeded, however, those result existed extreme untrustability because of low

correlations. Therefore, the principal component analysis with those seven variables was secondarily

attempted, and, in view with those results, the first principal component is estimated as a nutritional

factor, and the second principal component is thought to be a metabolic factor.

Regarding the obtained scores to individual cases for the first and second principal components,

it has no significant difference between those of undefined ill-aged group and controls, however, the

scores of centenarians are distributedon the secondand third quadrants, therefore, these phenomena
are indicated the existence of specific features on nutrition and/or metabolism in the centenarians.


